
　

箕み
の

面お

市
立
止と

ど々

呂ろ

美み

小
学
校
・
中
学
校
（
愛
称
・

と
ど
ろ
み
の
森
学
園
）
は
、
２
０
０
８
年
４
月
、
府

内
初
の
施
設
一
体
型
の
公
立
小
中
一
貫
校
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
周
辺
地
域
は
過
疎
化
が
進
ん

で
い
た
が
、
現
在
は
新
た
な
宅
地
開
発
に
よ
り
人
口

が
増
え
つ
つ
あ
り
、
児
童
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

古
く
か
ら
の
地
域
住
民
と
新
興
住
宅
地
に
移
り
住

ん
で
き
た
住
民
が
混
在
す
る
上
に
、
特
認
校
と
し
て

市
内
全
域
か
ら
入
学
を
受
け
入
れ
て
い
る
た
め
、
保

護
者
、
子
ど
も
共
に
、
横
の
つ
な
が
り
が
弱
い
傾
向
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課
題
解
決
の
要
所
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い

子
ど
も
の
表
現
を
活
性
化
さ
せ
る

﹁
書
く
活
動
﹂
を
重
視
し
て
、
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
を
育
む
た
め
の

校
内
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
箕
面
市
立
止
々
呂
美
小
学
校
・
中
学
校
。

研
究
推
進
の
一
環
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

研
究
の
進
展
に
伴
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
幅
が
広
が
り
、
授
業
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

学
校
事
例

大
阪
府

箕み

の

面お

市
立
止と

々ど

呂ろ

美み

小
学
校
・
中
学
校
（
愛
称
・
と
ど
ろ
み
の
森
学
園
）

3

校長 南山晃生先生　　児童・生徒数　２50人

学級数（１～９学年）　15学級（うち特別支援学級3）

所在地 〒563-0257　大阪府箕面市森町中1-23-14

TEL 072-739-0087

URL http://www.city.minoh.lg.jp/todorominomori/

公開研究会　未定

◎1875（明治8）年開校。
新興住宅地の造成に伴う
人口増により、2008年に
移転し、止々呂美中学校と
施設一体型の小中一貫校
となる。10年、総務省「地
域雇用創造ＩＣＴ絆プロジ
ェクト」に採択される

S c h o o l  D a t a■
背
景

校
内
研
究
推
進
の
一
環
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入

ＩＣＴ環境

ＣＴ活用を通じて伸ばしたい力Ｔ活用を通じて伸ばしたい力Ｔ活用を通じて伸ばしたい力ＩＣＴ活用を通じて伸ばしたい力ＩＣＴ活用を通じて伸ばしたい力

ＩＣＴを取り入れた授業改善による、書く活
動を中心とした子どもの表現する力や意欲
情報活用能力（今後の研究を推進する中で
高めたい力）

●

●

取り組みのポイント取り組みのポイント取り組みのポイント取り組みのポイント取り組みのポイント

「学びのベーシックスタイル」を基に、子ど
もに付けたい力を考え、ＩＣＴが必要な場面
で電子黒板やタブレットPCなどの特性を踏
まえて活用する
校内研究を推進するために、ＩＣＴを授業づ
くりのツールの１つと位置付けている

電子黒板…ほぼ１学級に１台。デジタル教科書（国語・
算数・地図帳）がインストールされている

タブレットＰＣ…１人１台
実物投影機・プロジェクター…共有物
校内ＬＡＮ（無線）…各学級

●

●
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授業が活きるＩＣＴ

が
あ
る
。「
こ
れ
か
ら
地
域
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
つ
く
っ
て
い
く
段
階
で
す
」
と
、
南

み
な
み

山や
ま

晃て
る

生お

校
長
は
話
す
。

　

同
校
に
は
人
懐
っ
こ
く
、
お
お
ら
か
な
性
格
の
子

ど
も
が
多
い
。
一
方
で
、
少
人
数
ゆ
え
に
人
間
関
係

が
固
定
化
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
、
自
分
の
考
え
を

出
し
に
く
い
の
か
、
消
極
的
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。
陸む

奥つ

田だ

維し
げ

彦ひ
こ

教
頭
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
分
析
す
る
と
、
全
体
的

に
正
答
率
は
高
い
の
で
す
が
、
自
分
の
考
え
を
相
手

に
分
か
る
よ
う
に
伝
え
る

力
が
弱
い
と
感
じ
ま
す
。

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を

表
出
す
る
機
会
が
多
く
な

い
こ
と
が
要
因
の
１
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

同
校
で
は
、
小
・
中
学

校
の
９
年
間
を
３
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
連
続
性
の
あ

る
教
育
を
目
指
し
て
い

る
。
11
年
度
か
ら
取
り
組

む
研
究
主
題
は
、「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

育
む
９
年
間
を
見
通
し
た

学
び
の
ス
タ
イ
ル
の
構
築

─
書
く
活
動
を
重
視
し
た

言
語
活
動
の
充
実
を
通
し

て
─
」
で
あ
り
、「
書
く

活
動
」
を
通
し
て
、
子
ど

も
が
自
分
の
考
え
を
表
現

す
る
力
や
意
欲
を
育
て
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
重
視
す
る

の
が
授
業
改
善
だ
。
11
年

度
は
、「
子
ど
も
を
ど
う
学
ば
せ
、
ど
の
よ
う
な
力

を
付
け
る
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
教
科
・
領
域
に

か
か
わ
ら
ず
、
小
・
中
学
校
に
共
通
し
た
授
業
の
ひ

な
形
と
も
い
え
る「
学
び
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
」

（
図
１
）
を
作
成
。
12
年
度
は
、
こ
れ
を
土
台
に
し

て
各
教
科
で
課
題
解
決
型
学
習
を
行
う
試
み
を
続
け

て
い
る
。

　

研
究
推
進
の
一
環
と
し
て
、
総
務
省
の
「
地
域
雇

用
創
造
Ｉ
Ｃ
Ｔ
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
応
募
、
採
択

さ
れ
、
11
年
度
に
は
電
子
黒
板
や
１
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
、
実
物
投
影
機
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と

い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
整
備
さ
れ
た
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、『
書
く
活
動
』
を
通
し
て
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
豊
か
な
表
現
が
出
来
る
子
ど
も
を
育
む

授
業
づ
く
り
の
た
め
の
、
ツ
ー
ル
の
１
つ
で
あ
る
こ

と
を
、
教
師
間
で
共
有
し
て
い
ま
す
」（
南
山
校
長
）

箕
面
市
立
止
々
呂
美
小
学
校
・
中
学
校
校
長

南
山
晃
生　
み
な
み
や
ま
・
て
る
お

「
小
・
中
学
校
は
生
涯
の
基
礎
と
な
る
力
を
付

け
る
時
期
。
夢
や
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
努
力
す
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

箕
面
市
立
止
々
呂
美
小
学
校
・
中
学
校
教
頭

陸
奥
田
維
彦　
む
つ
だ
・
し
げ
ひ
こ

「『
こ
ん
な
子
ど
も
に
育
て
た
い
』
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
常
に
持
ち
、
授
業
を
大
切
に
し
て

研
究
と
実
践
を
積
み
重
ね
る
」

箕
面
市
立
止
々
呂
美
小
学
校
・
中
学
校

吉
村
淳
史　
よ
し
む
ら
・
じ
ゅ
ん
じ

情
報
教
育
担
当
、
３
学
年
担
任
。「
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
、
出
来
な
か
っ
た

こ
と
が
出
来
る
喜
び
を
伝
え
た
い
」
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図１ 教科・領域にかかわらず小中学校に共通した“学びのベーシックスタイル”プラン

＊同校の資料を基に編集部で作成

日常

始業前

学習活動

ねらいの提示

課題設定

見通す

自力解決

学び合う

確かめる

まとめる
振り返る

全体

他者の考えや思いを聴く力が育まれている

始業のチャイムと同時に学習活動を始めている

授業づくりの要素
本時のねらいや到達目標を児童・生徒に明確に伝える

興味・関心をかきたてる課題や必然性ある課題を設定する

学習活動に見通しをもたせる

解決の結果・解決の方法等に見通しをもたせる

一人で考える時間を確保する

理由や根拠を示しながら、自分の考えや他者の意見を書く活動を取り入れる

子どもの理解度、つまずき等を把握し、それに応じた支援をする

ペアやグループ、全体で自分と他者の考えを交流させる

自分の考えを説明するときは、理由や根拠を述べさせる

一方向ではなく、双方向や広がりを意識させて交流させる

全体で活発な意見を交流させる（一部の児童・生徒の発言ではなく）

先生と発表者、子ども同士が一対一の関係で終わらないよう学びの広がりをもたせる

定着を図るための習熟問題や活用問題を取り入れている

本時のねらいに到達できたか児童・生徒が振り返る場面がある

授業のねらい、流れや内容を振り返りやすい板書になっている

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

授業規律

授業規律

観　　点
自己学習力　学習意欲

学習意欲

自己学習力

自己学習力

思考力・判断力・表現力

思考力・判断力・表現力

学力の定着　個に応じた指導

思考力・判断力・表現力

思考力・判断力・表現力

思考力・判断力・表現力

学びの広がり

思考力・判断力・表現力

学力の定着（知識・技能の獲得）

自己学習力　達成感　

新たな気づき

板書



　

３
年
生
の
算
数
で
三
角
形
の
仲
間
分
け
を
す
る
単

元
で
の
活
用
例
を
見
て
い
く
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
動
の

ね
ら
い
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

（
図
２
）。
授
業
を
行
っ
た
情
報
教
育
担
当
で
３
学
年

担
任
の
吉
村
淳じ

ゅ
ん

史じ

先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
効
果
が
発
揮

で
き
る
場
面
で
使
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
理
解

が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。
授
業
の
ま
と
め
と
し
て
、

分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
く
活

動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
内
容
は
サ
ー
バ
上
に
保
存
で

き
る
た
め
、
次
時
以
降
に
復
習
に
活
用
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
は
理
解
の
共
有
、

促
進
、
定
着
の
た
め
に
有
効
に
活
用
で
き
る
。

　

同
校
の
電
子
黒
板
に
は
、
国
語
と
算
数
の
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
教
師
は

ほ
ぼ
毎
日
活
用
し
て
い
る
。
具
体
的
な
も
の
を
は
っ

き
り
見
せ
た
い
、
注
目
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
を
拡
大
し

た
い
、
動
画
や
音
楽
な
ど
で
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
を

ふ
く
ら
ま
せ
た
い
と
い
う
時
に
使
っ
て
い
る
。ま
た
、

電
子
黒
板
は
、
複
数
の
子
ど
も
の
考
え
方
を
並
べ

て
比
較
し
た
り
、
子
ど
も
が
発
表
す
る
時
に
矢
印
や

マ
ー
カ
ー
で
強
調
し
な
が
ら
説
明
し
た
り
で
き
る
た

図２ ３年生算数　「三角形の仲間分け」　授業の流れ

前時に子どもたちが作った三角形をまとめ
たものを電子黒板に表示し、三角形の仲
間分けの方法について考えたことを想起
させる

前時の分類法から、辺の長さに着目して
仲間分けをすることを確認

電子黒板に正方形と長方形を提示し、辺
に着目して四角形を分類したことを想起さ
せる

タブレットＰＣの画面上で三角形の仲間分
けを行う。画面を見ながらワークシートに
分類の根拠を書く

隣の子どもとタブレットＰＣを見せ合いな
がら話し合う

電子黒板にタブレットＰＣの画面を表示し、
全体で話し合う（写真）

二等辺三角形、正三角形の定義を知る

全員分の写真を用いてフラッシュカードを
作成して、学習内容を確かめる

分かったことや考えたことをワークシート
にまとめる

電子黒板

電子黒板

タブレットPC

タブレットPC

電子黒板

フラッシュカード
作成ツール

前時の友だちの活動を共有
し、同時に自分の活動を明確
に想起できる

以前の活動を想起し、本時の
手掛かりにすることが出来る

自分なりに、さまざまな試行錯
誤が出来る

自分の考えを説明したり、友
だちの考えを聞いたりすること
で、理解が深まる

個々の考えを即座に全体で
共有できる

個々の活動を基にした教材
で、本時の学習内容が定着
できる

使用する
ＩＣＴ機器 ＩＣＴ機器を使用する意図活　動流　れ

ねらいの
提示

課題設定

見通す

自力解決

学び合う

まとめる

確かめる

振り返る

授業は「学びのベーシックスタイル」を基に構成され、活動のねらいに合う場面でＩＣＴ機器を活用する。また、
前時には、長さに応じて色分けしたストローを使って複数の三角形を作成。それをデジタルカメラで撮影し、
タブレットＰＣに取り込むという活動を行っている　　　　　　　　　　　　　 ＊取材を基に編集部で作成

写真　全体発表で子どもが発表している様子。電子黒板はタッチパネ
ル式。子どもは皆が発表した三角形を指でなぞってグループ分けをしな
がら、自分の意見を述べる
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■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
例

全
体
活
動
で
は
電
子
黒
板
、

個
別
活
動
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
使
用
で

理
解
の
共
有
、促
進
、定
着
を
図
る
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授業が活きるＩＣＴ

め
、
学
び
合
い
の
場
面
で
も
活
躍
す
る
と
い
う
。

　

３
年
生
の
社
会
で
、
市
の
発
展
に
つ
い
て
学
ぶ
授

業
で
は
、
次
の
よ
う
に
電
子
黒
板
を
活
用
し
た
。

　

ま
ず
、
電
子
黒
板
に
市
内
全
域
の
航
空
写
真
を
表

示
し
、
市
内
の
全
て
の
小
学
校
の
位
置
を
、
学
校
が

開
校
し
た
順
番
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
。
次
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
小
学
校
が
あ
る
地
域
の
地
図
を
拡
大
し
、
学

校
の
周
辺
に
何
が
あ
る
か
（
駅
、
集
合
住
宅
、
幹
線

道
路
な
ど
）
に
気
付
か
せ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
駅

の
近
く
に
最
初
の
小
学
校
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
集

合
住
宅
が
あ
っ
て
、
人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
る
地

域
に
次
の
小
学
校
が
出
来
た
」
な
ど
、
小
学
校
が
つ

く
ら
れ
た
順
序
と
、
市
の
発
展
の
過
程
を
重
ね
合
わ

せ
て
理
解
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
を
即
座

に
交
互
さ
せ
て
表
示
で
き
る
の
は
、
電
子
黒
板
な
ら

で
は
の
学
習
方
法
と
い
え
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
は
国
語
や
算
数
の
ド
リ
ル
問

題
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
個
別

学
習
に
も
活
用
し
て
い
る
。
紙
の
ド
リ
ル
で
は
採
点

後
に
返
却
し
て
も
見
直
さ
な
い
子
ど
も
が
い
た
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
場
合
は
、
解
答
す
る
と
そ
の
場

で
正
誤
が
分
か
る
た
め
、
子
ど
も
は
間
違
い
を
す
ぐ

に
自
覚
し
、
再
度
挑
戦
で
き
る
。
ま
た
、
漢
字
の
書

き
順
な
ど
紙
の
ド
リ
ル
で
は
分
か
り
づ
ら
い
誤
り

も
、即
座
に
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

「
全
問
正
解
し
た
い
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
性
に
か
き
た

て
ら
れ
て
熱
心
に
取
り
組
む
子
ど
も
が
多
い
た
め
、

学
習
内
容
が
定
着
し
や
す
い
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
最
大
の
利
点
は
、
授
業
の
目
標
を

達
成
す
る
方
法
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た
こ
と
だ
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
始
め
た
頃
は
、
子
ど
も
の
興
味

を
引
き
付
け
る
の
に
効
果
的
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
の
活
動
を
共
有
す
る
際
の
ス
テ
ッ
プ
が

簡
略
化
さ
れ
る
な
ど
、
次
第
に
授
業
を
進
め
る
上
で

の
利
便
性
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
子
ど

も
の
学
び
を
深
め
る
の
に
有
効
だ
と
分
か
る
と
、
更

に
効
果
を
得
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
用
が
あ
る
の

か
を
考
え
る
な
ど
、
授
業
づ
く
り
も
深
化
し
て
き
ま

し
た
。
新
た
な
指
導
も
試
み
ら
れ
、
指
導
の
幅
は
確

実
に
広
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
陸
奥
田
教
頭
）

　

今
後
の
課
題
は
、
更
に
「
ど
の
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

使
え
ば
効
果
的
か
」
を
見
極
め
る
こ
と
だ
。
同
校
で

は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
は
電
子
黒
板
と
比
較
す
る
と
、

十
分
に
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
子
ど

も
に
付
け
た
い
力
を
考
え
、
そ
の
達
成
に
効
果
的
で

あ
れ
ば
活
用
す
る
姿
勢
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
が
目
的
化
す
る
と
、
子
ど
も
の
力

を
伸
ば
せ
な
い
と
い
っ
た
本
末
転
倒
な
結
果
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
効
果
が
あ
っ
た
指
導
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
使

い
方
を
探
り
、
教
師
間
で
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」（
南
山
校
長
）
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学校をつくり、動かすチームワーク

　ＩＣＴ活用においては、環境整備が校長の最大の役割
だと考えています。いつでも気軽に使える必要なソフト
をそろえたり、ＩＣＴ支援員を配置したりするなど、先生
方が教育活動の中でＩＣＴを自由に活用できる環境を整
えたいと思います。
　更に、先生方が迷わず実践できるように、大きな方向
性をビジョンとして掲げ、具体的なフレームを示すこと
も校長の大切な役割ではないでしょうか。

　校長先生の示す枠組みに沿って、具体的な方法を示す
ことを大切にしています。「こんな使い方が出来る」「こ
んな力を育てられる」といったことを先生に率先して伝
えるようにしています。そのためには、私自身の研究が
欠かせません。
　先生方がＩＣＴを使いたい時にすぐに使えるよう準備
をした上で、研究を深め、提案力を付けて、指導案や授
業も示していけるようにしたいと思います。

情報教育担当  吉村淳史先生校長  南山晃生先生

校長の役割 ミドルリーダーの役割

■
今
後
の
展
望

指
導
の
幅
が
広
が
り

授
業
づ
く
り
の
視
点
も
深
化


